
　　　ｅ－mail　　tsushin@odawara.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　0465-23-4090

学校法人三幸学園　　　

[平成２６年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

小田原短期大学　保育学科（通信教育課程）

　　　計画の区分：学科における通信教育の開設

平成２７年５月１日現在

　　　職名・氏名　　次長
ジチョウ

・寺尾
テ ラ オ

 謙
ケン

　作成担当者

　　担当部局（課）名　事務局 通信教育部

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　電話番号　　0465-22-0285

　　　（夜間）　　0465-22-0285

認可 

大学番号：私短008  注３ 
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヒルマ　カズヒコ ）

昼間　一彦

（平成２５年４月）

（ コヌマ　ハジメ ）

小沼　肇

（平成２２年４月）

該当なし

（ ヨシダ　マリ ）

吉田　眞理

（平成２４年４月）

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

（２） 大　学　名

　　　〒２５０－００４５

（３） 大学の位置

　　　　小田原短期大学

　　　　神奈川県小田原市城山４丁目５番１号

学 部 長

学科長等

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人三幸学園
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　　　に報告書を作成してください。

保育学科
通信教育課程

短期大学士
（保育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人

471 0 1284 0

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

471 0 1284 0

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

470 0 1279 0

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

469 0 1278 0

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

人年次人

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

年

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

1702 340

　　　　　　　

人
―

備考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２６年度

(　　― 　)

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

―

[ ―　 ][ ―　 ]

(　　― 　)Ａ　 入学定員

合格者数

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

　　　　区分ごとではありません）。

Ｂ　 入学者数

受験者数

志願者数

5.13倍

170170

平均入学定員
超 過 率

開設年度から提
出年度までの平
均入学定員超過

率

2.75 7.51

平成２７年度
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　― 　] [　―　] [　- 　] [　- 　]

（―） （―） （　-　） （　-　）

469 0 1278 0

[―] [　- 　]

（-） （　-　）

393 0

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　　さい。

（　―　）（　　―　　 ）

２年次

計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

1671

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

469

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成26年度 平成27年度

１年次

備　　　　　考

[　―　 ][　―　]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 76 人 0 人
進路変更（就職）
学力不足

平成２７年度 0 人 0 人

1278 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 0.0% ％

1747 人 76 人 4.4% ％

人
平成２６年度
入学者

469

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度
入学者

合　　計

人

退学者数（内訳）

76

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

退学者数

入学者数（b） 退学者数（a）

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

％16.2%
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履修希望者がいなかったため(26)

文学 兼任教員から専任教員による変更(27)

心理学 兼 1

経済学 兼 1 履修希望者がいなかったため(27)

日本国憲法 兼 1

履修希望者がいなかったため(26)

生物学 兼 1 履修希望者がいなかったため(27)

履修希望者がいなかったため(26)

基礎学力演習 オムニバス 兼任教員から専任教員による変更(27)

履修希望者がいなかったため(27)

おだたん人間成長講座 科目名称変更(27）

児童館の機能と運営 兼 1 科目廃止(27)

地域と福祉 履修希望者がいなかったため(27)

履修希望者がいなかったため(26)

職業と社会Ⅰ 履修希望者がいなかったため(27)

職業と社会Ⅱ 履修希望者がいなかったため（27）

英語 兼 1

英会話 兼 1 履修希望者がいなかったため(27)

健康・スポーツ理論 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

11

6 教育体制充実のために教員を追加(26)

健康・スポーツ実技 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

7 履修希望者がいなかったため(26)

子どもの食と栄養 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

子どもの保健Ⅰ 兼 1

6

子どもの保健Ⅱ 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

保育原理 兼 1 専任教員から兼任教員への変更（27）

社会的養護 兼 1 専任教員から兼任教員への変更（27）

社会福祉 兼 1

相談援助 兼 3 専任教員から兼任教員への変更（27）

教育体制充実のために教員を追加(27)

児童家庭福祉

家庭支援論

11

5 教育体制充実のために教員を追加(26)

情報処理論 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

履修希望者がいなかったため(27)

卒業研究（ゼミナール） 教育体制充実のために教員を追加(27)

16 教育体制充実のために教員を追加(27)

音楽表現ⅠA 兼 7 教育体制充実のために教員を追加(26)

16 教育体制充実のために教員を追加(27)

音楽表現ⅠB 兼 7 教育体制充実のために教員を追加(26)

音楽表現Ⅱ 教育体制充実のために教員を追加(27)

音楽表現Ⅲ 教育体制充実のために教員を追加(27)

8 教育体制充実のために教員を追加(27)

造形表現Ⅰ 兼 4 教育体制充実のために教員を追加(26)

造形表現Ⅱ 兼 10 教育体制充実のために教員を追加(27)

履修希望者がいなかったため(26)

身体表現Ⅰ 兼 7 教育体制充実のために教員を追加(27)

履修希望者がいなかったため(26)

身体表現Ⅱ 兼 7 教育体制充実のために教員を追加(27)

教育体制充実のために教員を追加(27)

言語表現 兼 8 兼任教員から専任教員による変更(27)

未開講

未開講

未開講

2 2 2

2 2 2

1 1 1

2 2

未開講

1通 1 1

1通

1 1

1 1

1通

2通

1通

4

2

1

2

2

2

2

1

2

1

2

1

2

1

2

配 当
年 次

教
科
に
関
す
る
科
目

選　択 自　由

1通

2通

1

1

1

1

2

1

2

1

1

2

1

1通

1通

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授 助　手講　師 助　教必　修

2

1

2

2通

2

1

2

2 1

1

2通

2

2通

1 4

1

1

5

1

1

2通

1

未開講

1

1

2

1 1

1

1通 1

1

1

1

2

2

1

2

1 1

1

2

科目
区分

外
国
語

体
育

1

未開講

2通

1通

2

2

2通

未開講

1

2

1

1

2

1

1通

1通

2通

1通

2通

1通

1通

未開講

未開講

未開講

未開講

1通

2通

2通

1通

未開講

2通

1通

1通

1

1

備　　　　考

1通

1

（１） 授業科目表

＜保育学科　通信教育課程＞

２　授業科目の概要

1通

1通

1通

授業科目の名称

専
　
門
　
科
　
目

1
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保育者論 兼 1 専任教員から兼任教員への変更（27）

教育原理 兼 1

教育制度論 兼 1

保育の心理学Ⅰ 教育体制充実のために教員を追加(27)

10 教育体制充実のために教員を追加(27)

保育の心理学Ⅱ 兼 4 教育体制充実のために教員を追加(26)

保育課程論

保育内容総論Ⅰ 兼 6 教育体制充実のために教員を追加(27)

保育内容総論Ⅱ

表現総合演習 兼 6 教育体制充実のために教員を追加(27)

履修希望者がいなかったため(26)

環境指導法 兼 6 教育体制充実のために教員を追加(27)

健康指導法
表現指導法 兼 1 オムニバス 教職課程認定における指摘により変更(26)

履修希望者がいなかったため(26)

言葉指導法 兼 6 教育体制充実のために教員を追加(27)

専任教員から兼任教員に変更（26）
兼任教員から専任教員に変更（27）

人間関係指導法
教育の方法と技術 教職課程認定の指示により科目名変更(26)

視聴覚教育 兼 1 履修希望者がいなかったため(26)

幼児理解の理論と方法 専任教員の変更（27）

教育相談 オムニバス

保育・教職実践演習(幼稚園) 兼 3 オムニバス 教育体制充実のために教員を追加(27)

教育実習指導 兼 8 教育体制充実のために教員を追加(27)

教育実習 教育体制充実のために教員を追加(27)

乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ 兼 6

履修希望者がいなかったため(26)

障害児保育Ⅰ 兼 1 教育体制充実のために教員を追加(27)

履修希望者がいなかったため(26)

障害児保育Ⅱ 兼 10 教育体制充実のために教員を追加(27)

10 教育体制充実のために教員を追加(27)

社会的養護内容 兼 4 教育体制充実のために教員を追加(26)

専任教員から兼任教員への変更（27）

保育相談支援 兼 3 教育体制充実のために教員を追加(27)

児童館実習指導 兼 1 科目廃止(27)

児童館実習 兼 1 科目廃止(27)

未開講

未開講

未開講

未開講

2通

1通

2後

1通

3

3 2

2

1

1

1

　 　

1

　

1

1

1

必　修
科目

2通

　

科目 科目

選　択
科目

‐

設　置　時　の　計　画

科目

9
科目

63

備　　　　　　　　考
必　修 選　択 自　由 計

1通

　

計
変　　更　　状　　況

科目

609

　

1

・児童館の機能と運営　廃止

　

2

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

[　　　] ・児童館実習　廃止

自　由

51

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　で，前年度報告時（平成２５年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

・児童館実習指導　廃止

1通

2

1

1

2 1

2

4

1

1

2

2通 2

1通

1

2通

1

1

2 2

1

1 1 1

1

2

2通

1通

1

1

1

1通 1

1

1
1
1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1通

1通

1通

1通

1

2通

1

2 1

1通

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

2通

2通

1

2

2

[△3]
54

1

1
2

　

2通

1通

1

1通

（２） 授業科目数

‐
[　　　]

科目

1

1通

1

1通
2通

2通

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，
　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画
　　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

[△3]

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　　

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　

専
　
門
　
科
　
目
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 児童館の機能と運営 2 2 一般 選択

２ 児童館実習指導 1 2 専門 選択

３ 児童館実習 2 2 専門 選択

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。
（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

「児童厚生二級指導員」の資格取得に当たり
科目を配当し、本課程認可後に「一般財団法
人児童健全育成推進財団」に申請を行った
が、「不可」とされたためとされたため、科
目を廃止することとした。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

大学として、「児童厚生員二級指導員」資格授与に際して、「一般財団法人児童健全育成推進財団」の指導に基づき、
本課程認可後に、正規の申請手続きを行ったにもかかわらず、「不可」となったことは、遺憾である。
なお、学生への周知については、コミュニケーションツールでの周知に加えて、スクーリング時も含めて周知を行った
が、学生から当該資格に関する問い合わせは１件もなかった。

＝ 4.76%
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備考

大学全体

大学全体で共用

一部蔵書廃棄等有
（27）

大学全体

大学全体

大学全体

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

運動用地
5,870.00㎡借地
（期間：H25.4.1
～H35.3.31）

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　－㎡ 　－㎡ 12,180.60㎡12,180.60㎡

（　　　　8,880.76㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

㎡

運動場用地

小　　　計 18,050.60㎡

5,870.00㎡ 　－㎡

8,880.76㎡ 　－㎡

（　　　－　　　㎡） （　　　　－　　㎡）

3　4

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

保育学科　通信教育課程 室

冊

65〔1〕　

（　60,139
〔1,426〕）
（　67,400

（　　　64〔0〕）
（　　　63〔1〕）

(４) 専任教員研究室

３　施設・設備の整備状況，経費

平成27年４月採用教
員の共同研究室含む
（27）

　－㎡ 8,880.76㎡

（　　　　8,880.76㎡）

18,050.60㎡ 　－㎡

計

179 24

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

（24）
（4,860）
（6,177）

点 点 点

60,139〔1,426〕
67,400〔2,655〕

0〔　0　〕　

（24）

0〔　　0〕　
4,860
6,177

22,022千円

4,300千円

（　　0〔　0〕）
（4,860）
（6,177）

（　179）

収 納 可 能 冊 数

4,860
6,177

179 24

（　179）

経費
の見
積り

完成年度

70,000冊

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円

第４年次 第５年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

769.90㎡ ― ―

開設前年度

15,000千円

43,000千円 4,300千円

開設年度

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

255千円 255千円 　-千円

18,050.60㎡

語学学習施設

（補助職員　　0人）

0室

情報処理学習施設

3室

（補助職員　　0人）

第６年次

16,783千円

講　義　室

12室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

　-千円 　-千円

245千円

設備購入費

図書購入費

　-千円

　

図
書
・
設
備

(５)

計

65〔1〕

種

保育学科
通信教育課程

60,139〔1,426〕
67,400〔2,655〕

完成年度

245千円

114席

　－㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（　60,139
〔1,426〕）
（　67,400

（　　　64〔0〕）
（　　　63〔1〕）

（　　　0〔0〕）

487.26㎡

5,870.00㎡

　－㎡ 　－㎡ 18,050.60㎡

　－㎡ 0㎡

7室

実験実習室

8室

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

0㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

図書費には、デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　－㎡
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

食物栄養学科 2 60 - 120 短期大学士
（家政学） 1.14 昭和32年度 神奈川県小田原市城山4-5-1

保育学科 2 140 - 280 短期大学士
（保育学） 0.95 昭和47年度 同上

＜通信教育課程＞

保育学科 2 170 - 340 短期大学士
（保育学） 5.13 平成26年度 同上

　通信教育課程

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
こども心理学部

　こども心理学科

　　こども心理専攻 4 80 - 320 学　　士
(心 理 学) 1.27

平成19年度 東京都足立区千住曙町34番12号

　　こども保育・教育専攻 4 160 - 640 学　　士
(保育・教育学)

1.00

平成19年度 同上 平成23年4月よりこども保育専
攻から名称変更（学則変更）、
入学定員を120→160人に変更

モチベーション行動科学部

　モチベーション行動科学科 4 100 - 400 学　　士
(行動科学) 0.46

平成24年度 同上

＜通信教育課程＞

こども心理学部

　こども心理学科

　　通信教育課程 4 75 3年次
300

900 学　　士
(こども心理学)

0.58(※1)
1.27(※2)

平成19年度 同上 平成26年4月より入学定員を150
→75人、3年次編入学定員を150
→300人に変更（いずれも平成
26年度より適用）

モチベーション行動科学部

　モチベーション行動科学科 ※1
平成27年度秋季入学を除く

　　通信教育課程 4 100 3年次
250

900 学　　士
(行動科学)

0.14(※1)
0.07(※2)

平成25年度 同上 ※2
編入学定員に対する平均定員
超過率（平成27年度秋季入学
を除く）

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

４　既設大学等の状況　

　東　京　未　来　大　学

　小　田　原　短　期　大　学

平成26年4月より
小田原女子短期大
学から校名変更

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
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専 准教授
宇佐美かおる

（53）
平成26年4月

身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ
健康指導法
教育実習指導

教育実習

講師
市野繁子
（52）

平成26年4月
保育原理
保育者論

平成27年3月

専任教員を辞任し、兼任教員として

就任、一科目担当削除(27)

専 准教授
市野繁子
（51）

平成26年4月

総合文化※
保育原理
保育者論

幼児理解の理論と方法

兼任

専 准教授
芝海さやか
（35）

平成26年4月

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

専 准教授
宮川萬寿美
（59）

平成26年4月

職業と社会Ⅱ
保育の心理学Ⅰ
保育の心理学Ⅱ
保育課程論

保育内容総論Ⅰ
保育内容総論Ⅱ
教育相談※

保育・教職実践演習(幼稚園)※

社会的養護
相談援助

社会的養護内容

平成27年3月

専任教員を辞任し、兼任教員として

就任(27)

専 准教授
吉田收
（53）

平成26年4月
造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

平成26年4月
社会的養護
相談援助

社会的養護内容
兼任 講師

村田紋子
（53）

平成26年4月

教授
間野百子
（54）

平成26年4月

保育・教職実践演習(幼稚園)※
平成27年4月から教育体制充実のた
め、授業科目を追加
AC教員審査予定(26)

専 教授
間野百子
（54）

平成26年4月

教育実習指導
教育実習

卒業研究(ｾﾞﾐﾅｰﾙ)
専

教授
上野奈初美
（56）

平成26年4月

教育実習指導
教育実習

平成27年4月から教育体制充実のた
め、授業科目を追加
AC教員審査予定(26)

専 教授
上野奈初美
（56）

平成26年4月

身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ
健康指導法

卒業研究(ｾﾞﾐﾅｰﾙ) 専

講師
大森英美
（47）

平成26年4月

文学
基礎学力演習※

言語表現
言葉指導法

平成26年3月

専任教員を辞任し、兼任教員として

就任、一科目担当削除(26)

専任教員補充　平成27年3月
退任（27）

専 教授
大森英美
（47）

平成26年4月

文学
基礎学力演習※

言語表現
言葉指導法

卒業研究(ｾﾞﾐﾅｰﾙ)

兼任

今泉明美
（53）

平成26年4月

表現指導法※

平成26年9月から教職課程認定にお
ける指摘により授業科目を追加　平
成26年6月
AC教員審査済(26)

教授
今泉明美
（53）

平成26年4月

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

卒業研究(ｾﾞﾐﾅｰﾙ) 専 教授

平成26年4月

総合文化※
地域と福祉
児童家庭福祉
家庭支援論

卒業研究(ｾﾞﾐﾅｰﾙ)
保育相談支援

氏　　名
（年　齢）

兼担・

吉田眞理
（61）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

５　教員組織の状況

＜保育学科　通信教育課程＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専

専 准教授
村田紋子
（52）

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名

教授

担当授業科目名

専

兼任　

備　　考
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

専 助教
東元りか
（34）

平成26年4月

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

専 助教
金澤久美子
（55）

平成26年4月
基礎学力演習※
教育相談※

専 講師
望月たけ美
（46）

平成26年4月

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

専 講師
野津直樹
（39）

平成26年4月

職業と社会Ⅰ
環境指導法
教育実習指導

教育実習

専 准教授
菊地篤子
（42）

平成26年4月

人間関係指導法
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
教育実習指導

教育実習

講師
馬見塚昭久

(53)

幼児理解の理論と方法
保育の心理学Ⅰ
保育の心理学Ⅱ

平成26年8月
AC教員審査済(26)

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

専 平成27年4月

基礎学力演習※
言葉指導法
言語表現
教育実習

教育実習指導

平成27年4月

佐藤みどり
(60)

平成27年4月

身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

健康・スポーツ理論
健康・スポーツ実技
卒業研究（ゼミナー

ル）

平成27年4月
尾野明美
(53)

准教授

障害児保育Ⅰ
障害児保育Ⅱ

教育実習
教育実習指導

専

専

教授

専 准教授
渡辺厚美
(58)

専

専

高地誠子
(54)

平成27年4月

講師

講師

講師

平成27年4月

健康・スポーツ理論
健康・スポーツ実技

専 助教
佐藤真紀
(37)

平成27年4月

平成27年4月

専 助教
中山貴太
(27)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

専 助教
林周子
(64)

平成27年9月
保育・教職実践演習

(幼稚園)※

平成26年12月
AC教員審査済(26)

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

平成26年12月
AC教員審査済(26)

平成26年8月
AC教員審査済(26)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

教育実習指導
教育実習

保育・教職実践演習
(幼稚園)※

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ
音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅲ

平成26年12月
AC教員審査済(26)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

平成26年12月
AC教員審査済(26)

専 講師

水野道子
(54)

平成27年4月
造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

石川直子
(44)

平成27年4月

齋藤史夫
(58)

専
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

科目廃止により、一部科目削除
（27）

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

渡辺淳子
（46）

石若えりか
（51）

奥田澄枝
（57）

兼任

兼任

兼任

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

講師

講師

講師

講師
亀卦川芽以
（42）

平成27年4月 経済学

平成26年3月

兼任教員辞任のため平成27年度より

担当者の変更(26)

兼任 講師
越野圭美
（46）

平成27年4月 経済学 兼任

兼任 講師
吉田美和子
（47）

平成26年4月
障害児保育Ⅰ
障害児保育Ⅱ

講師
簔輪欣房
（60）

平成26年4月 教育の方法と技術

平成26年3月

兼任教員辞任のため平成26年度より

担当者の変更(26)

兼任 講師
北澤武
（38）

平成26年4月 視聴覚教育 兼任

兼任 講師
直井玲子
（47）

平成26年4月
表現総合演習
表現指導法※

講師
飯原智子
（50）

平成27年4月 情報処理論

平成27年3月

兼任教員辞任のため平成27年度より

担当者の変更(27)

兼任 講師
岩田えり子
（53）

平成26年4月 情報処理論 兼任

兼任 講師
成和子
（63）

平成26年4月
子どもの保健Ⅰ
子どもの保健Ⅱ

教授
稲葉佳代子
（61）

平成27年4月 子どもの食と栄養

平成27年3月

兼任教員辞任のため平成27年度より

担当者の変更(27)

兼任 講師
宮寺里香
（46）

平成26年4月 子どもの食と栄養 兼担

兼任 講師
木戸直美
（40）

平成26年4月
健康・スポーツ理論
健康・スポーツ実技

兼任 講師
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾐﾙﾄﾝ
・ﾄﾛｲ・ﾊｰｽﾄ

（45）
平成26年4月

英語
英会話

講師
熊澤桂子
（53）

平成26年4月 社会福祉兼任 講師
熊澤桂子
（52）

平成26年4月

児童館の機能と運営
社会福祉

児童館実習指導
児童館実習

兼任

兼任 講師
若松伸彦
（36）

平成26年4月 生物学

村松謙
（40）

平成26年4月 日本国憲法

平成26年3月

兼任教員辞任のため平成26年度より

担当者の変更(26)

兼任 講師
古田玄
（51）

平成26年4月 日本国憲法 兼任

兼任 講師
亀田佐知子
（43）

平成26年4月 心理学

兼担 教授
中村弘行
（62）

平成26年4月
教育原理

教育制度論

助教
村井俊二
(57)

平成27年4月
造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

平成27年4月

平成26年12月
AC教員審査済(26)

専

平成26年12月
AC教員審査済(26)

専
道源綾香
(32)

講師

助教
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成26年4月から

追加(26)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

情報処理論

情報処理論

情報処理論

情報処理論

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

言語表現
表現総合演習

音楽表現ⅠＡ

音楽表現ⅠB

音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

音楽表現ⅠＡ
音楽表現ⅠＢ

齋藤寿子
（42）

石川幸子
（49）

庄司澄子
（49）

相馬一美
（47）

原田仁美
（49）

伏見姿
（33）

菱山朝美
（33）

山中麻愛
（28）

田中克己
（49）

井上博子
（68）

福山順子
（39）

新井令子
（41）

藤原葉子
（50）

西山国江
（53）

門井杏奈
（27）

尾崎絵里子
（44）

竹部祥子
（57）

上山理子
（55）

平野貴大
（35）

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

平成26年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

兼任 講師
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

身体表現Ⅰ・身体表現Ⅱを追加（27）

身体表現Ⅰ・身体表現Ⅱを追加（27）

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

健康・スポーツ実技

健康・スポーツ実技

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

健康・スポーツ実技
身体表現Ⅰ
身体表現Ⅱ

情報処理論

情報処理論

情報処理論

健康・スポーツ実技

健康・スポーツ実技

健康・スポーツ実技

情報処理論

情報処理論

情報処理論

小倉晃布
（28）

立花瑞夫
（47）

後藤香緒里
（30）

青山昭子
（58）

柴田千穂
（30）

田貝桂
（31）

小林薫樹
（27）

工藤晴子
（43）

宇留間巌憲
（42）

村田文代
（35）

内藤信生
（60）

三重野夏妃
（27）

内藤清志
（31）

池田意都子
（56）

中津範洋
（27）

中村純子
（48）

小野俊介
（27）

山口淳一
（30）

桜井佳子
（53）

兼任

兼任

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

身体表現Ⅰ・身体表現Ⅱを追加（27）
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

環境指導法

子どもの保健Ⅱ

子どもの保健Ⅱ

子どもの保健Ⅱ

子どもの保健Ⅱ

子どもの保健Ⅱ

環境指導法

造形表現Ⅱ

子どもの食と栄養

子どもの食と栄養

子どもの食と栄養

子どもの食と栄養

子どもの食と栄養

子どもの食と栄養

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ
障害児保育Ⅱ

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

山田美穂
（53）

菊地由貴子
（57）

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ
教育実習指導
表現総合演習
言語表現

造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

造形表現Ⅱ

今野佳代
（48）

栁沼洋子
（38）

野呂良子
（36）

奥津邦子
（41）

小平茜
（31）

森谷眞穂子
（55）

大滝千香子
（48）

大矢小百合
（54）

飯渕由美
（63）

金子香苗
（46）

喜多野直子
（36）

西平宏子
（59）

加賀谷弘美
（49）

味田徳子
（52）

真田加恵子
（51）

伊早坂厚子
（38）

岩渕善道
（38）

児玉由利子
（50）

平成26年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

障害児保育Ⅱを追加（27）

教育実習指導・表現総合演習・
言語表現を追加(27)
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ
言葉指導法

表現総合演習

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

教育実習指導
保育・教職実践演習

（幼稚園）※

乳児保育Ⅱ
保育内容総論Ⅰ
保育相談支援

保育内容総論Ⅰ
教育実習指導

言語表現
保育内容総論Ⅰ
教育実習指導
保育の心理学Ⅱ

環境指導法

環境指導法

言語表現
環境指導法

保育・教職実践演習
（幼稚園）※

教育実習指導

教育実習指導

小野寺知子
（55）

石丸るみ
（53）

山田佳子
（59）

安孫子恵
（35）

小野崎佳代
（62）

秋本真由美
（41）

狩野陽子
（46）

山本真理子
（55）

米田麻子
（39）

大場勇輝
（37）

渡辺舞
（40）

成瀬麻夕
（26）

蛯名正司
（32）

橋本江利子
（52）

高橋智美
（39）

多田泰裕
（31）

浅井玲子
（37）

菅原麻帆子
（38）

大竹道子
（48）

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

保育内容総論Ⅰ 教育の充実を図るため兼任教員を

言葉指導法を追加(27)

環境指導法、保育教職実践演習
（幼稚園）※を追加(27)

保育内容総論Ⅰ、保育相談支援を追加(27)

保育内容総論Ⅰ、教育実習指
導、保育の心理学Ⅱを追加(27)
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

追加(26)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

言語表現

言語表現
乳児保育Ⅱ

教育実習指導

社会的養護内容

社会的養護内容

教育の充実を図るため兼任教員を

社会的養護内容

障害児保育Ⅱ

社会的養護内容

社会的養護内容

社会的養護内容

社会的養護内容
障害児保育Ⅱ

言葉指導法

言葉指導法

言葉指導法
乳児保育Ⅱ

言葉指導法
言語表現

言語表現

言語表現

表現総合演習
造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

表現総合演習
造形表現Ⅰ
造形表現Ⅱ

言葉指導法

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

松村弘美
（39）

岡本聡子
（43）

宮野由紀子
（45）

中山眞佐子
（64）

千葉久美子
（31）

会森恵美
（52）

宮地真奈美
（56）

大沼郁子
（44）

直井夕岐子
（40）

伊達渚紗
（25）

堀希代子
（39）

武内玲美
（54）

林道子
(47)

小野寺君夫
(49)

田口貞子
(64)

山内陽子
(41)

井上由美子
(56)

平田千早子
(49)

尾島幼子
(49)

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

講師

講師

講師

講師

障害児保育Ⅱ、相談援助を追加
（27）

教育の充実を図るため兼任教員を
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氏　　名
（年　齢）

兼担・
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 担当授業科目名
兼任　

備　　考

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成26年4月から

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

平成27年4月から

追加(27)

定年規定の定め
る定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を追加(26)

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

教育の充実を図るため兼任教員を

乳児保育Ⅱ

乳児保育Ⅱ
保育・教職実践演習

（幼稚園）※

乳児保育Ⅱ
障害児保育Ⅱ
社会的養護内容

相談援助
保育相談支援

相談援助
保育の心理学Ⅱ
保育内容総論Ⅰ

障害児保育Ⅱ

障害児保育Ⅱ
保育内容総論Ⅰ

社会的養護内容
障害児保育Ⅱ

障害児保育Ⅱ
環境指導法

教育実習指導
保育相談支援

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

　　　　教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

（　15　） ［0］

　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

［　0　］ ［　5　］ ［　5　］ ［10］

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

（　4　） （　7　） （　2　） （　2　）

60 2

准教授 講　師 助　教 計

7 7 7 265 7 2 2 16 5

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

教　授 准教授 講　師 助　教 計 教　授

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

（２） 専任教員数

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

山口洋子
(48)

古川美枝子
(54)

相澤孝志
(43)

浅田紘代
(35)

志村由美
(53)

関根久美
(54)

矢挽秀美
(41)

小池寿子
(53)

前川洋子
(51)

平成27年4月

平成27年4月

平成26年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年4月

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

兼任

障害児保育Ⅱを追加（27）
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

１ 教授 大森　英美

設置認可後に当該専任教員より退職（一身上の都合）の申し出があった。
当該専任教員には、設置計画どおり履行することについては事前に説明しており、また、平成２５年
５月２２日付で教員就任承諾書を受理していたことから強く慰留したが、当該教員の意思は強く専任
教員から兼任教員となるに至った。（26）

２ 准教授 市野　繁子

設置認可後に当該専任教員より退職（一身上の都合）の申し出があった。
当該専任教員には、設置計画どおり履行することについては事前に説明しており、また、平成２５年
５月２２日付で教員就任承諾書を受理していたことから強く慰留したが、当該教員の意思は強く専任
教員から兼任教員となるに至った。（27）

３ 准教授 村田　紋子

設置認可後に当該専任教員より退職（一身上の都合）の申し出があった。
当該専任教員には、設置計画どおり履行することについては事前に説明しており、また、平成２５年
５月２２日付で教員就任承諾書を受理していたことから強く慰留したが、当該教員の意思は強く専任
教員から兼任教員となるに至った。（27）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

本学としては、設置計画の履行について当該教員へ説明し、強く慰留をしたが専任教員を辞任するに至った。今後は同様のことが無いよう、
認可申請に伴う就任承諾の際は主旨を丁寧に説明し、また、就任承諾書を受理する際には途中での就任辞退及び退職することのないよう十分
説明することとする。
学生への周知については、当該教員は専任教員を辞任したが兼任教員として授業を担当するため、担当教員の変更がなかったことから、当該
教員が専任教員から兼任教員へ変更したことについて学生への周知は行っていない。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（２５年１０月）

設置計画履行状況 改善意見

調　　 査　　 時

（２７年３月）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

留　意　事　項　等

小田原キャンパス以外
（以下、遠隔地とす
る）でのスクーリン
グ、科目修得試験につ
いて、希望者が少数で
あっても、学生に不利
益が生じないよう、遠
隔地での実施を着実に
履行すること。

留意事項

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

留意事項

開設年度（平成２６年度）
より、入学者が在籍する遠
隔地（札幌・仙台・東京
等）にて、スクーリング及
び科目修得試験を実施する
準備を進め実施した。

３授業科目の専任教員につ
いては、平成２６年の９月
審査までに専任教員採用等
設置計画変更書（AC教員審
査）を提出し、判定可とな
り、専任教員を配置した。

既設学部等（東京未来
大学モチベーション行
動科学部モチベーショ
ン行動科学科）の定員
充足率が0.7倍未満と
なっていることから、
学生の確保に努めると
ともに、入学定員の見
直しについて検討する
こと。

教員の補充を必要とさ
れた３授業科目につい
ては、科目開設時まで
に教員を充足するこ
と。うち、専任教員の
配置を必要とされた３
授業科目については、
確実に専任教員を配置
すること。

①東京未来大学において過
去4年間の定員充足率を勘
案し、平成28年度より入学
定員を次のように変更する
ことを決定した。（平成27
年6月届出予定）

モチベーション行動科学部
モチベーション行動科学科
100→ 60人（-40人）

こども心理学部
こども心理学科
240→280人（+40人）
（専攻内訳）
こども心理専攻       80
→ 80人
こども保育･教育専攻 160
→200人

収容定員（大学全体・昼間
部）
1,360→1,360人（変更な
し）

②当該学部において平成28
年度入学定員60人(予定）
を確保できるよう、より一
層学生募集活動に注力す
る。具体的には、高等学校
への渉外活動およびオープ
ンキャンパス開催の頻度を
大幅に拡大することによ
り、学部認知度の拡大を図
る。

22



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜保育学科　通信教育課程＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　小田原短期大学教授会委員会規程第２条に基づき、本学の建学の精神に基づく教育研究の質の向上を図るため、

　　小田原短期大学教授会FD委員会を設置している。

　　（別添：小田原短期大学教授会FD委員会規程）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　必要に応じ随時開催しており、概ね年４回程度開催している。特別の事情を除き、構成委員全員が参加している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　(１)　全学教員の研修に関する審議

　　(２)　「学生による授業評価」に係る研究に関する審議

　　(３)　カリキュラムに係る研究に関する審議

　　(４)　本学におけるＧＰ等に係る研究に関する審議

　　(５)　教員の研究の充実に関する審議

　　(６)　学長が諮問した事項に関する審議

　　(７)　その他教授会から付託された事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　(１)　基本的理念等の周知

　　(２)　授業評価アンケートの実施

　　(３)　授業方法についての研究会及び研究授業

　　(４)　教員相互の授業参観（通学課程に限る）

　　(５)　教職員研修会の開催

　　(６)　研究成果等の情報収集及び周知

　　(７)　新任教員のための研修会
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（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　学期ごとの授業終了時に実施している　　

　　(６)　授業参観の研究会及びフィードバック（年１回）、授業評価アンケートのフィードバック（年２回）実施

　　アクティブラーニングの手法を取り入れ、平成２７年度より全授業にて実施する。

　　また、平成２５年度に全教職員に対しアクティブラーニングの研修を実施し、平成２６年度より一部の授業で

　　(７)　年１回対象者に実施

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　上記を実施することにより、教員の資質の維持向上を図っている。

　　(２)　学生への公開は、学生掲示板または配架（図書館）による公開を予定している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　　(３)　FD活動状況、自己評価及び改善計画は学内で共有している。またホームページ等への公表を計画している。

　　(１)　教員へのフィードバックは学期終了後（年２回）実施

　ｂ　実施方法

　　(１)　全教職員参加の会議を開催し、理事長、学長、担当理事、学科長及び部署長から基本的理念や目標等の

　　　　　確認を行い、周知徹底を図る

　　(２)　全授業科目で、無記名の授業評価アンケートを実施

　　(３)　年１回学期初めに開催する教員懇談会にて非常勤講師も含めた授業方法等の情報交換を実施

　　(４)　教員相互の授業参観を実施

　　(５)　年１回実施のFD研修会にて授業方法等の改善等の教職員研修を実施

　　(６)　授業参観の研究会及びフィードバック、授業評価アンケートのフィードバックを実施

　　(４)　授業参観実施者、研究者を区分し実施、全専任教員が２年で１回は担当となるよう参加

　　(５)　年２回実施している。

　　(７)　新任教員向けの研修会を実施し、授業方法等に係る説明を実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　(１)　年度の授業開始前（年１回）に開催し、全専任教職員が参加

　　(２)　学期ごとの授業終了時にすべての授業で実施

　　(３)　定期的にFD委員会で実施するほか、年１回学期初めに開催する教員懇談会に全教員、教務事務局員が参加
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　　　実施する予定である。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２７年６月頃　公表（平成２５年度版について、平成２６年度に認証評価を受審するため結果後公表）

②　自己点検・評価報告書

　この目的を実現・達成できるよう設置計画どおり履行していく所存であるが、現時点で次の課題があると捉えている。

　　　　いて記入してください。

　　　　含めて記入してください。

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価報告書を刊行し、本学ホームページ及び学内配架（図書館）で公表する予定

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　・平成２６年度に評価機関（一般財団法人　短期大学基準協会）の評価を受審した。

③　認証評価を受ける計画

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２７年　６月　３０日　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　保育学科通信教育課程は、今日の社会で必要とされる「質の高い幼児期の学校教育、保育の総合的な提供」「保育の

　量的拡大・確保、教育・保育の質改善」「地域の子ども・子育て支援の充実」など、幼児教育の重要性がますます

　増大すると思われるなか、教養教育の基礎の上に幼児教育・保育に関する現代社会人として必要な専門知識と幅広い

　教養を身に付け、子どもの人権を守り、暮らしの場面で子どもと向き合う人間性と専門性を備えた子どもの自立を

　支援する人材の養成を主たる目的としている。

　　　教育研究上の支障がないよう、専任教員あるいは兼任教員の適切な配置に努める。

　　　

　（１）適切な定員管理

　　　学生確保及び適切な定員管理に努める。また、当分野においては、幼保一元化の動きから需要が多い状況も

　　　あることから、教育環境の充実及び適切な教員の配置を行い、当該課程の定員増の申請を平成27年6月に

　（２）教員の配置

　　　「５教員組織状況」のとおり、一部の授業科目において担当教員の変更が生じている。

　　　主には専任教員はじめ、担当授業科目数の調整によるものであり、毎年度調整が必要であるが、
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